第　９回　６月２８日　回帰直線

身長と体重の関係を調べます。一般には関係ないといわれますが、ほんとうでしょうか？　関係とは２変量の直線性の度合い、すなわち相関係数を試算しましょう。

　まず、各人のデータを収集し、つぎにこれを表計算ソフトへ入力します。 身長をx , 体重を ｙ とし、各変量の和（A,B）と２乗和 (C,D)、xy の積和(E)を計算します。

相関係数（ｒ）は, データ数をn として

　　　ｒ＝（ｎ*Ｃ−A*B）/　平方根｛（n*C−A*A）* (n*D−B*B)｝
また、各人の

　　　体格指数　BMI　＝　(体重÷身長)÷身長　

を計算してみてください。おおよそ２２ぐらいが標準です。いくつになりましたか。１８．５はやせている、２５は太り気味といわれています。このBMI をヒストグラムに表し、このクラスの分布の状況がどうなのかまとめてみましょう。

つぎに身長と体重を平面上の点に対応させます。この図は散布図とよばれます。表計算で散布図を書きましょう。さらにこれに直線を引きます。ばらついている点に泣くべく近い直線を求めます。データの値(x_0, y_0)と直線 y = a + b x の近さ加減の尺度として ずれの２乗 (y_0  –  a  –  b x_0)**2 を最小にするものと考えます。これをy　の　ｘへの回帰直線といいます。

 　　直線の係数　a = B/n – b* A/n,  b = (n* E- A*B)/( n* C – A* A)

と与えられますから、求めてみてください。散布図から直接に大体の目安で読みとったものと比べて、違いはありませんか。

この相関係数のもっている性質のひとつに、線形変換をしても同じ値であることが

わかります。線形変換とは、各データから一定値を引いたり（平行移動）、一定値を掛ける割る（縮小と拡大）をすることです。この事実を確かめてみましょう。

以上の計算をすべて出来たならば、保存してから、印刷をして、レポートとして提出します。

